
よう養育里親、 

三重県里親啓発公認キャラクター 

   「みえさとちゃん」 

令和 3 年度 三重県里親普及啓発事業 

 

里親シンポジウム   

 
 

 

 

 

日 時 2021 年10 月 31 日（日） 13：00～16：00（受付開始 12：15） 

会 場 三重県人権センター 多目的ホール 

（三重県津市一身田大古曽 693 番地 1 TEL：059-233-5501） 
 

         ※インターネットでのビデオ配信を予定しています。ホームページからお申込みください。 

 配信期間 11 月 15 日（月）～11 月 30 日（火） 申込〆切 11 月 23 日（火・祝） 

    

◆定 員  1２0 人（事前申込要） 申込〆切 10 月 10 日（日） 
 

       託児あり（定員 10 名） 事前申込要 申込〆切 10月 10 日（日） 

       要約筆記・手話通訳あり 事前申込要 申込〆切  9 月 30 日（木） 
 

◆参加費  無 料 
 

◆内 容 

  13:00～13:10 開会あいさつ 

  13:10～14:20  講演「豊かな子ども時代を過ごすために」 

            講師 谷口 由希子 さん 

（名古屋市立大学大学院 人間文化研究科 准教授） 

   14:20～14:30  （休憩） 

14:30～16:00 パネルディスカッション 

 「豊かな子ども時代を過ごすために私たちにできること」 

    パネリスト 川瀬 信一 さん （一般社団法人子どもの声からはじめよう 代表理事） 

養育里親 

ファミリーホーム養育者 

秋山 則子 さん （NPO 法人三重県子ども NPO サポートセンター副理事長） 

コーディネーター 谷口 由希子 さん  

 

 

◆主 催  三重県 

◆後 援   子どもの家庭養育推進官民協議会 

◆実施・問い合わせ・申込先 

（特）三重県子ども NPO サポートセンター 

〒514-0125津市大里窪田町 2709-1 

TEL：059-232-0270 FAX：059-232-0271 

https://satooyashinpo.net/  E-mail : info@satooyashinpo.net 
 

三重県内には、保護者の病気や養育困難、または保護者がいないなど様々な事情で、自分の家庭で

生活できない子どもたちが 500 人余りいます。里親はこうした子どもたちを家庭に迎え入れ、家庭

的な環境の中で子どもの養育をおこないます。子どもたちは家庭での生活を通じて養育者との愛着

関係の中で育ちます。このことは、特別な家庭や子どもたちのことではありません。 

国連子どもの権利条約が採択されて 31 年、三重県子ども条例が制定されて今年で 10 年を迎え

るにあたり、改めて子どもの権利及び子どもの視点から、社会的養育のあり方を考えていきます。 

すべての子どもたちが豊かな子ども時代を過ごすために、私たちはなにができるでしょうか。 

 

豊かな子ども時代を過ごすために 

里親シンポジウム HP 

QR コード 

 

https://satooyashinpo.net/
mailto:info@satooyashinpo.net


 

講師・パネリストプロフィール 
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令和３年度 里親シンポジウム参加申込書         ※申込〆切 20２1 年 10 月 10 日（日） 

お名前  

ご連絡先 
〒           住所 

電話番号 

託児の利用 

（定員 10 人） 

 

人  数  （       人 ） 

年  齢  （    才   ヵ月、    才   ヵ月） 
※申込〆切 2021 年 10 月 10 日（日） 定員になり次第、締め切らせていただきます。 

要約筆記・ 

手話通訳の利用 

要約筆記を希望する   （     ） 

手話通訳を希望する   （     ）    ※申込〆切 2021 年 9 月 30 日（木） 

※ビデオ配信をご希望の方は、ホームページからお申込みください。 

※ご記入いただいた個人情報は、本事業以外に使用しません。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、内容が変更、延期または中止となる場合があります。延期・中止となった場合、お申込いただいた

方にはお電話でご連絡させていただきます。また、ホームページにも掲載しますので、事前にご確認ください。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以下の 7 点についてご理解・ご協力をお願いします。 

○当日は、必ずマスクを着用し、手洗い・手指消毒を徹底してください。 

○県外への移動自粛が呼びかけられている都道府県にお住まいの方は、参加をご遠慮いただくようお願いします。 

○感染拡大している国への訪問歴が 14 日以内にある方は参加できません。 

○発熱や咳等の風邪症状がみられる方は参加できません。 

○高齢の方や基礎疾患をお持ちの方で、感染リスクを心配される方は参加をご遠慮いただくようお願いします。 

○スマートフォンを活用した「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」や「安心みえる LINE」の活用をお願いします。 

○当日は会場の換気やアルコール消毒液の設置等感染防止対策を講じますが、万が一感染が発症した場合、保健所などの聞き取りにご協力 

ください。 

川瀬 信一 さん 

一般社団法人子どもの声からはじめよう 

代表理事 
 

一般社団法人子どもの声からはじめよう 

代表理事・公立中学校社会科教員。 

厚生労働省「子どもの権利擁護に関する 

ワーキングチーム」構成員ほか。 
 

幼少期、ゴミだらけの家で虐待を受けて 

過ごす。小学校卒業後、里親家庭、児童 

自立支援施設、児童養護施設で暮らす。 

高校卒業後、大学・大学院へと進み、公 

立中学校教員。現在は、かつて自身が生 

活していた児童自立支援施設内の中学校 

に勤務。社会的養護 

経験者のネットワー 

クづくりや、子ども 

の声を尊重する子ど 

もアドボカシーの取 

り組みを進めている。 

 

秋山 則子 さん 

ＮＰＯ法人三重県子どもＮＰＯサポートセンター副理事長 
 

三重みなみ子どもネットワーク理事長 

子ども・子育て会議委員（伊勢市・桑名市） 

県内 15 市町のファミリーサポート援助（提供）会員養成

講座や放課後児童支援員研修などの講師をつとめる。 

谷口 由希子 さん 

名古屋市立大学大学院人間文化研究科准教授 
 

博士（社会福祉学）。専門は、

社会福祉学、児童福祉論。 
 

貧困が貧困を生み出す「貧困 

の再生産」がある社会構造の 

中で、子ども期と子どもの権 

利を保障する制度および実践 

として社会的養護を位置づけ 

研究している。 
 

名古屋市子どもの権利擁護委員、なごや子ども 

子育て支援協議会委員、名古屋市子ども・若者 

支援地域協議会代表者会議委員、桑名市子ども 

・子育て会議委員（副委員長）、全国保育士養 

成協議会委員等をつとめる。 
 

主な著作に『児童養護施設の子どもたちの生活 

過程―子どもたちはなぜ排除状態から脱け出せ 

ないのか』 （明石書店、2011 年、第 14 回 

損保ジャパン記念財団賞受賞）など。 

主な共著書に『シリーズ子どもの貧困４ 大人 

になる・社会をつくる』 （杉田真衣と共編、 

明石書店）などがある。 


